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主 な 項 目

（Ｐ2〜5に関連記事）

平成２３年度中部森林技術交流発表会
更なる林業技術の発展に向け20課題が発表される

局長賞（優秀賞）を受賞した皆さん
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［
指
導
普
及
課
］
一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
一

日
に
か
け
、
中
部
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お

い
て
、「
平
成
二
十
三
年
度
中
部
森
林
技
術
交

流
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
管
内
（
富
山
県
、
長
野

県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
）
の
国
有
林
及
び
民
有

林
の
行
政
機
関
、
大
学
、
高
等
学
校
、
団
体
等

が
、
日
頃
か
ら
取
組
ん
で
い
る
森
林
・
林
業
に

関
す
る
試
験
研
究
、
林
業
体
験
活
動
・
ふ
れ
あ

い
活
動
等
の
取
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
、
更
な

る
森
林
・
林
業
の
推
進
と
こ
れ
ら
成
果
の
普
及

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
度
は
森
林
管
理
署
等
国
有

林
関
係
か
ら
十
課
題
、
県
等
民
有
林
関
係
等
か

ら
三
課
題
及
び
学
校
関
係
等
か
ら
七
課
題
、
併

せ
て
、
計
二
十
課
題
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
冒
頭
に
は
、
城
土
局
長
か
ら
「
昨

年
は
、
国
連
が
定
め
た
国
際
森
林
年
で
あ
る

と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
、
森
林
・
林
業
再
生
元
年
と
し
て
、
様
々
な

施
策
が
大
き
く
動
き
出
し
た
。
特
に
、
森
林
技

術
分
野
に
お
い
て
は
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
人
材
の
育
成
や
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
ほ
か
、
木
材
の
多
角
的
な
利
用
に
係
る

研
究
・
技
術
開
発
な
ど
の
具
体
的
な
取
組
み
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ

に
当
発
表
会
の
開
催
目
的
に
合
致
す
る
も
の

で
、
現
地
の
技
術
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
研
究
成

果
の
発
表
並
び
に
相
互
交
流
が
、
今
後
も
続
け

ら
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ

の
後
、
国
有
林
関
係
か
ら
、
森
林
整
備
、
木
材

利
用
、
国
土
保
全
な
ど
幅
広
い
分
野
の
発
表
が

あ
り
、
引
き
続
き
、
民
有
林
関
係
か
ら
森
林
施

業
、
森
林
環
境
教
育
等
の
発
表
、
名
古
屋
大

学
、
信
州
大
学
の
学
生
に
よ
り
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
長
野
市
立
柳
町
中
学
校
二
年
生

の
宮
澤
さ
ん
が
、
小
学
生
の
と
き
か
ら
三
年
間

か
け
て
戸
隠
森
林
植
物
園
で
調
査
し
た
「
野
鳥

の
生
活
型
か
ら
見
た
年
間
変
化
」
を
発
表
し
、

審
査
員
の
先
生
方
か
ら
は
「
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
。」「
報
告
の
内
容
が
し
っ
か
り
し
て
い

た
。」「
発
表
が
堂
々
と
し
て
い
た
。」
と
い
っ

た
感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
長
野
県
林
業
大
学
校
、
木
曽
青

峰
高
校
、
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
、

加
茂
農
林
高
校
、
飛
騨
高
山
高
校
生
徒
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勉
学
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

発
表
終
了
後
、
計
画
部
長
か
ら
国
有
林
の
部

の
審
査
結
果
と
し
て
優
秀
賞
三
課
題
が
発
表
さ

れ
、
そ
の
後
、
審
査
委
員
を
代
表
し
て
、
信
州

大
学
大
学
院
加
藤
正
人
教
授
並
び
に
名
古
屋
大

学
大
学
院
山
田
容
三
准
教
授
か
ら
各
課
題
に
対

す
る
講
評
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
長
期
の

継
続
し
た
試
験
が
で
き
る
こ
と
。
施
業
履
歴
が

し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
二
つ
は
国

有
林
の
貴
重
な
宝
で
あ
る
。
モ
デ
ル
を
作
っ
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
研
究
の
常

道
で
あ
る
が
、
モ
デ
ル
の
基
と
な
る
地
道
な

デ
ー
タ
の
収
集
・
蓄
積
が
大
事
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
国
有
林
の
行
っ
て
い
る
試
験
・
研
究
の
意

味
は
大
き
い
の
で
、
今
後
と
も
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
の
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
民
有
林
発
表
者
へ
林
業
振
興
賞

を
、
学
生
発
表
者
へ
局
長
奨
励
賞
の
贈
呈
を

行
っ
た
あ
と
、
国
有
林
発
表
者
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
発
表
者
・
傍
聴
者
等
を
含
め
約

二
百
五
十
名
の
参
加
者
に
よ
る
盛
大
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
森
林
・
林
業
技
術
の

推
進
と
普
及
に
向
け
、
各
署
等
で
の
技
術
開

発
、
森
林
ふ
れ
あ
い
活
動
、
地
域
と
の
連
携
な

ど
、
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

発
表
者
、
課
題
名
及
び
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
国
有
林
の
部

◎
局
長
賞　

優
秀
賞

・「
檜ひ
わ
だ皮
の
森
」
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

�

金
敏
博
（
南
木
曽
支
署
）、
友
井
辰
哉
（
公

益
社
団
法
人
全
国
社
寺
等
屋
根
工
事
技
術
保

存
会
）

・�

間
伐
等
に
お
け
る
末
木
枝
条
の
有
効
利
用
に

つ
い
て

　

西
方
雄
一
郎
、
齋
藤
由
晃
（
木
曽
署
）

・�「
ふ
れ
あ
い
の
森
」よ
り
広
が
る
地
域
と
の
絆

「
段
戸
国
有
林　

漁
民
の
森
林
づ
く
り
活
動
」

　

鈴
木
永
江
、
稲
垣
正
紀
（
愛
知
所
）

◎
局
長
賞　

努
力
賞

・
広
葉
樹
植
栽
地
の
育
成
方
法
の
検
討

　

山
口
穣
、
岡
本
守
（
北
信
署
）

・�

東
信
森
林
管
理
署
管
内
に
お
け
る
松
く
い
虫

防
除
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

　

田
中
良
太
、
千
島
佑
太
（
東
信
署
）

・�

本
数
調
整
伐
に
お
け
る
現
地
発
生
材
の
有
効

利
用
に
つ
い
て

　

中
島
和
美
、
俣
野
篤
樹
（
南
信
署
）

・�

モ
デ
ル
林
に
お
け
る
「
低
コ
ス
ト
・
高
効
率

作
業
シ
ス
テ
ム
」
五
ヵ
年
の
変
遷

　

市
川
久
志
、
渡
邊
修
（
木
曽
署
）

・�

植
生
マ
ッ
ト
伏
工
箇
所
に
お
け
る
在
来
草
本

類
の
根
系
発
達
状
況
に
つ
い
て

　

�

久
古
和
貴
（
中
信
署
）、
木
村
元
由
輝
（
株

式
会
社
新
日
本
緑
化
）

・
上
矢
作
地
区
に
お
け
る
緑
化
工
法
の
一
考
察

　

野
中
圭
太
、
山
口
元
（
東
濃
署
）

・�

長
伐
期
施
業
に
お
け
る
樹
冠
長
率
を
指
標
と

発表の様子

～
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
～

試
験
研
究
・
林
業
体
験
活
動
等
を
発
表
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片
山
雄
太
（
長
野
県
木
曽
青
峰
高
等
学
校
森

林
環
境
科
二
年
生
）

・�「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
が
林
業
事
業

体
に
与
え
る
影
響
「
ア
ン
ケ
ー
ト
と
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
し
て
見
え
て
き
た
林
業
事
業
体
の

変
化
」

　

�

渕
上
英
明
（
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
森
と
木
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
科
二
年
生
）

・�

里
山
復
活
大
作
戦
「
元
気 

盛
り 

森 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

　

�

尾
﨑
里
沙
、
市
原
尚
己
（
岐
阜
県
立
加
茂
農

林
高
等
学
校
林
業
工
学
科
二
年
生
）

・
自
分
た
ち
で
つ
く
る
森
づ
く
り

　
�

反
中
良
太
、
野
村
拓
也
（
岐
阜
県
立
飛
騨
高

山
高
等
学
校
環
境
科
学
科
三
年
生
）

◆
発
表
会
の
一
コ
マ

し
た
森
林
管
理
技
術
の
開
発

　

�
早
川
幸
治
（
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
）、
横
井

秀
一
（
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）

■
民
有
林
の
部　
（
林
業
振
興
賞
）

・�

ロ
ー
プ
に
よ
る
熊
剥
ぎ
対
策
の
効
果
に
つ

い
て

　

�

伊
関
仁
志
（
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研

究
所
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
岐
阜
水
源

林
事
務
所
）

・�

平
成
二
十
三
年
度
高
等
学
校
初
任
者
研
修

の
取
組

　

青
栁
智
司
（
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
）

・�

戸
隠
森
林
植
物
園
の
鳥
類
相
「
野
鳥
の
生

活
型
か
ら
見
た
年
間
変
化
」

　

宮
澤
小
春
（
柳
町
中
学
校
二
年
生
）

■
学
生
の
部　
（
局
長
奨
励
賞
）

・�

段
戸
国
有
林
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
に
お
け
る

広
葉
樹
の
多
様
性
に
つ
い
て

　

�

香
坂
紗
由
実
（
名
古
屋
大
学
農
学
部
四
年

生
）、
橋
本
里
美
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
二

年
生
）

・�

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
森
林

材
積
推
定
に
関
す
る
研
究

　

松
尾　

好
高
（
信
州
大
学
四
年
生
）

・�

オ
ー
ス
ト
リ
ア
林
業
か
ら
学
ぶ

　

�

伊
藤
圭
介
、
平
沢
公
彦
、
堀
部
泰
正
（
長

野
県
林
業
大
学
校
二
年
生
）

・�

宇う
ち
ゅ
う
だ
ね

宙
種
の
発
芽
実
験
「
宇
宙
農
林
業
の
可
能

性
」

　

�

古
田
啓
悟
、
奈
良
尾
充
洋
、
高
木
勝
大
、

愛知所の鈴木さん、稲垣さん 木曽署の齋藤さん、西方さん

長野県林業総合センター　青栁さん
独立行政法人森林総合研究所森林農地整備センター

岐阜水源林事務所　伊関さん

南木曽支署の金さんと
全国社寺等屋根工事技術保存会の友井さん

国
有
林
の
部

　

局
長
賞　

優
秀
賞

民
有
林
の
部

　

林
業
振
興
賞
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名古屋大学　香坂さん
柳町中学校　宮澤さん

（中学生とは思えぬほどの堂々とした発表でした）

長野県林業大学校　伊藤さん、平沢さん、堀部さん 信州大学　松尾さん

岐阜県立森林文化アカデミー　渕上さん
木曽青峰高等学校

古田さん、奈良尾さん、片山さん、高木さん

飛騨高山高等学校
野村さん、金桶さん、反中さん、松原さん 加茂農林高等学校　尾﨑さん、市原さん

学
生
の
部

　

局
長
奨
励
賞
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審査員の皆さん 城土局長あいさつ

講評を行う
加藤信州大学教授

講評を行う名古屋大学
山田准教授

　

平
成
二
十
四
年
一
月
一
七
日
、
中
部
森
林
管

理
局
と
長
野
県
安
曇
郡
松
川
村
村
は
「
安
曇
野

ま
つ
か
わ
馬ば

ら

お
羅
尾
高
原
」
郷
土
の
森
の
協
定
の

締
結
を
行
い
ま
し
た
。

　

郷
土
の
森
は
、
地
域
の
象
徴
と
し
て
意
義
の

あ
る
森
林
を
維
持
し
つ
つ
、
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
今
回
の
協
定
で
は
当
局
管

内
の
中
信
森
林
管
理
署
馬ば

ら

お
羅
尾
国
有
林
に
生
育

し
て
い
る
「
あ
が
り
こ
サ
ワ
ラ
」
を
郷
土
の
象

徴
と
し
て
維
持
保
存
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

樹
木
を
台
伐
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
萌
芽
し

奇
怪
な
樹
形
と
な
る
も
の
を
一
般
的
に
「
あ
が

り
こ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
萌
芽
力
の
弱
い

サ
ワ
ラ
の
「
あ
が
り
こ
」
は
非
常
に
珍
し
く
、

あ
が
り
こ
型
樹
形
の
サ
ワ
ラ
林
は
、
有
明
山
山

麓
（
馬ば

ら

お
羅
尾
国
有
林
）
の
ほ
か
、
安
曇
野
市
の

中
房
国
有
林
、
山
梨
県
山
梨
市
に
学
術
保
護
林

だ
け
で
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特

に
当
局
管
内
の
馬ば

ら

お
羅
尾
国
有
林
に
確
認
さ
れ

た
「
あ
が
り
こ
サ
ワ
ラ
」
は
集
団
的
な
巨
木
林

と
し
て
歴
史
的
価
値
が
高
い
森
林
で
あ
る
こ
と

や
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
森
林
で
あ
る
こ

と
か
ら
郷
土
の
森
と
し
て
保
存
す
る
た
め
協
定

を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

中
部
局
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
の
貴
重
な
森

林
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
性
や
歴
史
的
価
値
な

ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し

て
維
持
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

審査結果を発表する
宿利計画部長

「
安
曇
野
ま
つ
か
わ

　
　

馬
羅
尾
高
原
」

　
　
　

郷
土
の
森
協
定
締
結

ば      

ら     

お

協定書を手に握手する城土局長と平林村長

あがりこサワラ
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地
域
と
連
携
し
た
国
有
林
野
事
業

�

を
目
指
し
て

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

 

［
販
売
課
］
間
伐
の
優
良
事
例
の
普
及
を
図
る

た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
も
林
野
庁
で
国
有
林

間
伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
七
月
か
ら
募
集
を
行
い
五
事
例
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
九
月
下
旬
に
審
査
を
行

い
、
北
信
森
林
管
理
署
で
実
施
の
長
野
森
林
組

合
、
南
信
森
林
管
理
署
で
実
施
の
平
澤
林
産
有

限
会
社
、
飛
騨
森
林
管
理
署
で
実
施
の
有
限
会

社
愛
宝
産
業
、
岐
阜
森
林
管
理
署
で
実
施
の
南

ひ
だ
森
林
組
合
の
四
事
例
を
局
長
賞
に
選
定
、

そ
の
四
事
例
に
つ
い
て
林
野
庁
長
官
に
推
薦
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

林
野
庁
で
は
十
二
月
に
審
査
が
行
わ
れ
、
愛

宝
産
業
の
事
例
が
高
性
能
林
業
機
械
を
積
極
的

に
導
入
し
、
そ
れ
を
作
業
シ
ス
テ
ム
へ
効
率
的

に
組
み
あ
わ
せ
る
と
共
に
専
門
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
、
生
産
性
の
向
上
と
低
コ
ス

ト
化
を
実
現
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
に
よ
り
当
局
か
ら
推
薦
し
た
事
例

は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
四
年
連
続
で
林
野
庁

長
官
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
造
林
・
生
産
関
係
業
務
打
合
会
議

に
合
わ
せ
て
関
係
者
が
集
う
一
月
二
十
五
日
、

城
土
局
長
か
ら
愛
宝
産
業
の
愛
知
社
長
に
長
官

賞
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
十
二
月
二
十
日
、
信
州
大
学
で
第

二
回
「
伊
那
谷
の
林
業
を
考
え
る
研
究
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
適
正
な
森
林

管
理
と
計
画
的
な
施
業
の
実
施
に
向
け
て
」
を

共
通
テ
ー
マ
に
、
講
演
二
題
と
発
表
三
題
が
行

わ
れ
、
伊
那
谷
地
域
の
林
業
関
係
者
及
び
信
州

大
学
の
学
生
約
百
三
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
者
と
し
て
林
野
庁
林
政
部
経
営
課
の
清

水
林
業
経
営
指
導
官
よ
り
「
提
案
型
集
約
化
施

業
の
推
進
と
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
民
有
林
、
国
有
林
の
枠
を
越
え

た
連
携
と
、
そ
れ
ら
を
実
行
し
て
い
く
人
材
の

育
成
が
必
要
で
あ
る
と
話
し
、
そ
の
具
体
案
を

提
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
参
加
者
か
ら

は
「
今
年
度
改
正
さ
れ
た
補
助
金
制
度
の
交
付

条
件
を
、
全
国
一
律
で
な
く
各
地
域
に
合
わ
せ

た
柔
軟
な
も
の
に
し
て
欲
し
い
。」
と
い
っ
た

地
域
産
業
の
視
点
に
立
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
発
表
者
の
一
人
と
し
て
、
当
署

か
ら
は
佐
田
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
が
「
伊
那
谷

に
お
け
る
国
有
林
の
歩
み
と
展
望
」
と
題
し
、

昭
和
中
頃
の
伊
那
谷
地
域
の
国
有
林
に
つ
い
て

振
り
返
っ
た
後
、
現
在
の
事
業
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
研
究
会
の
事
務
局
で
あ
る
伊
那
谷

流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
林
理
事
長
か
ら

「
こ
の
よ
う
な
情
報
交
換
の
場
を
通
し
、
信
州

大
学
の
学
生
な
ど
若
く
柔
軟
な
意
見
を
取
り
入

れ
た
い
。」
と
今
後
の
研
究
会
存
続
へ
の
意
欲

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
会
で
は
様
々
な
立
場
か
ら
国
有

林
に
対
す
る
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
林
業
に
関
わ
る
地
域
住
民
の
国
有
林
に
対

す
る
期
待
を
改
め
て
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
署
で
は
今
後
、
民
国
連
携
に
よ
る
共
同
施

業
団
地
の
設
定
も
視
野
に
入
れ
、
地
域
と
つ
な

が
り
の
あ
る
国
有
林
野
事
業
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
日
、
信

州
大
学
農
学
部
森
林
科
学
コ
ー
ス
二
年
生
の
学

生
三
十
八
名
を
対
象
に
南
信
森
林
管
理
署
に
お

い
て
、
職
員
に
よ
る
業
務
紹
介
を
実
施
し
ま
し 管内の国有林について紹介する森林ふれあい係長

林野庁長官優秀賞を手にする受賞者 高性能林業機械による作業状況

愛
宝
産
業
が

林
野
庁
長
官
優
秀
賞
を
受
賞

国
有
林
間
伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

「
国
有
林
で
働
く
」
魅
力
を
紹
介
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た
。
こ
の
取
組
み
は
平
成
十
六
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
、
今
年
で
七
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

署
長
に
よ
る
国
有
林
事
業
の
概
要
説
明
で

は
、
特
に
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
「
森
林
・
林

業
再
生
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
補
助
金
制
度
の

改
正
や
民
国
連
携
に
よ
る
森
林
施
業
の
必
要
性

な
ど
に
焦
点
を
お
い
た
説
明
等
を
行
い
、
森
林

官
、
治
山
第
二
係
長
、
販
売
係
長
か
ら
は
、
各

業
務
の
具
体
的
な
内
容
や
そ
の
仕
事
の
森
林
・

林
業
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
、
さ
ら

に
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
か
ら
林
野
庁
の
採
用
情

報
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
学
生
か
ら

「
森
林
官
は
一
人
で
入
山
す
る
の
か
。
安
全
対

策
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。」
と

い
っ
た
森
林
官
業
務
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、

授
業
に
実
技
を
取
り
入
れ
て
い
る
信
州
大
学
農

学
部
生
の
林
業
の
現
場
に
対
す
る
興
味
・
関
心

の
高
さ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
講
義
内
容
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
多
く
の
学
生
か
ら
「
国
有
林
に
つ
い
て
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か

知
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。」「
林
野
庁
に
大
変

興
味
を
持
っ
た
。」「
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
。」

と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
署
に
と
っ
て
信
州
大
学
農
学
部
は
距
離
だ

け
で
な
く
、
森
林
・
林
業
に
携
わ
る
と
い
う
共

通
点
を
持
っ
た
身
近
な
存
在
で
す
。
今
後
と
も

こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
じ
、
学
生
達
に
国
有
林

野
事
業
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、
次
世
代
の

担
い
手
を
育
む
一
助
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

豊
か
な
森
林
・

�

開
か
れ
た
国
有
林
を
目
指
し
て

  

［
木
曽
署
上
松
造
林
班
］
当
署
の
上
松
地
区

は
、
旧
上
松
営
林
署
が
管
轄
し
た
地
域
で
、
南

小
川
・
北
小
川
・
駒
ヶ
岳
森
林
事
務
所
で
担
当

す
る
上
松
町
一
円
の
一
〇
、八
一
六
㌶
の
国
有

林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

当
地
区
の
国
有
林
は
、
木
曽
川
右
岸
の
日
本

三
大
美
林
の
一
つ
で
学
術
的
に
も
価
値
の
高
い

木
曽
ヒ
ノ
キ
の
森
林
を
有
す
る
赤
沢
自
然
休
養

林
を
中
心
と
し
た
地
域
と
、
木
曽
川
左
岸
の
中

央
ア
ル
プ
ス
県
立
自
然
公
園
の
一
部
と
な
る
木

曽
駒
ヶ
岳
西
斜
面
の
山
岳
地
帯
で
あ
り
、
水
土

保
全
林
（
六
十
一
％
）・
森
林
と
人
と
の
共
生

林
（
二
十
九
％
）・
資
源
の
循
環
利
用
林

（
十
％
）
に
機
能
分
類
さ
れ
た
森
林
の
機
能
を

高
め
る
べ
く
多
種
多
様
な
森
林
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

上
松
造
林
班
は
昨
年
度
ま
で
南
小
川
・
北
小

川
・
駒
ヶ
岳
の
三
班
十
三
名
体
制
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
班
の
再
編
に
よ
り
本
年

度
四
月
か
ら
一
班
八
名
体
制
（
夏
場
は
臨
時
作

業
員
二
名
を
含
め
十
名
体
制
）
で
、
木
曽
署
一

番
の
大
所
帯
と
な
り
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
班
の
業
務
は
、
夏
場
は
年
間
十
万
人
以
上

の
方
が
訪
れ
る
、
森
林
浴
発
祥
の
地
と
し
て
も

知
ら
れ
る
赤
沢
自
然
休
養
林
の
遊
歩
道
の
点

検
・
整
備
、
景
観
の
整
備
作
業
を
主
に
、
獣
害

防
除
、
歩
道
整
備
、
収
穫
調
査
、
境
界
巡
検
、

森
林
保
全
管
理
、
林
道
維
持
修
繕
業
務
を
行

い
、
冬
場
は
除
伐
、
除
伐
２
類
、
枝
打
ち
等
の

造
林
事
業
を
主
と
し
た
多
様
な
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

新
班
体
制
と
な
り
、
九
ヶ
月
余
り
経
ち
ま
し

ま
し
た
が
、
管
轄
範
囲
が
広
域
で
大
所
帯
と
な

り
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
朝
、
班

長
を
中
心
と
し
て
作
業
内
容
等
綿
密
な
打
合
せ

を
行
い
、
安
全
第
一
で
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
緑
十
字
の
日
に
行
う
安
全
懇
談
会

は
、
安
全
推
進
員
が
中
心
と
な
り
進
行
し
、
前

月
の
反
省
、
当
月
の
作
業
に
対
す
る
安
全
目
標 上松造林班の皆さん

を
決
め
る
な
ど
、
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ

安
全
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
森
林
の
機
能
を
十
分
発
揮
で
き
る

山
造
り
、
赤
沢
自
然
休
養
林
を
介
し
開
か
れ
た

国
有
林
を
目
指
し
、
皆
一
丸
と
な
り
安
全
作
業

で
、
よ
り
良
い
山
造
り
に
励
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

二
月
一
日
付

▽�

木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
業
務
課
経
営

係
（
林
野
庁
森
林
整
備
部
治
山
課
施
設
実
行

班
治
山
指
導
係
）�

小
山　
　

勉

▽�

岐
阜
森
林
管
理
署
総
務
課
付
（
岐
阜
署
総
務

課
経
理
係
長
）�

湯
浅　

正
明

一
月
三
十
一
日
付

▽
退
職
（
中
信
署
）�

安
藤　

成
章

◎
森
林
・
林
業
社
会
貢
献
活
動
表
彰
式

　

３
月
8
日  

長
野
市

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

３
月
10
日　

瀬
戸
市
（
森
林
交
流
館
）

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

人
の
う

ご
き
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しろ うま だけ

業
・
森
林
鉄
道
等
の
絵
が
描
か
れ
古
く
か
ら
林

業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
は
平
成
四
年
九
月
、
飛
騨
川
に
架
か
る

「
き
こ
り
大
橋
」
の
竣
工
を
記
念
し
駅
前
通
り

整
備
の
一
環
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

現
在
で
も
六
軒
の
商
店
・
車
庫
等
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
飛
騨
小
坂
駅
前
か
ら
濁
河
温
泉
ま
で
の

道
中
約
三
八
㌔
㍍（
県
道
四
四
一
号
線
）
は
、

御
嶽
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
、
大
平
展
望

台
（
標
高
一
、四
四
六
㍍
）
か
ら
は
御
嶽
山
や

日
本
一
長
い
溶
岩
流
が
一
望
で
き
る
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

終
点
の
濁
河
温
泉
は
、
霊
峰
御
嶽
山
の
飛
騨

側
登
山
口
と
し
て
知
ら
れ
、
標
高
一
、八
〇
〇

㍍
で
の
通
年
営
業
温
泉
街
と
し
て
は
、
日
本
で

も
有
数
の
高
所
温
泉
地
で
、
秘
湯
ム
ー
ド
が
漂

い
、
原
生
林
が
生
い
茂
る
中
、
野
趣
豊
か
な
温

泉
気
分
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

付
近
は
、
御
嶽
自
然
休
養
林
に
指
定
さ
れ
、

遊
歩
百
選
に
認
定
さ
れ
た
原
生
林
遊
歩
道
が
整

備
さ
れ
、
森
林
浴
や
飛
騨
小
坂
二
百
滝
の
一
つ

「
緋
の
滝
」
等
の
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
濁
河
温
泉
か
ら
は
登
山
道
を
登
る
こ

と
三
時
間
半
で
飛
騨
頂
上
・
五
の
池
小
屋
に
達

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
に
は
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

「
御
嶽
パ
ノ
ラ
マ
グ
ラ
ン
ド
」
が
オ
ー
プ
ン
。

全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
・
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
を
擁
す
る
も
の
で
、
付
近
の
飛
騨

御
嶽
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
の
一
角

と
し
て
、
学
生
・
実
業
団
等
の
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
場
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

◎
ア
ク
セ
ス
（
濁
河
温
泉
）

▼
お
車
で
お
越
し
の
場
合

　

国
道
四
一
号
線
か
ら
県
道
四
三
七
号
線
、
県

道
四
四
一
号
線
経
由
で
約
一
時
間
四
〇
分

御嶽山摩利支天乗越から飛騨頂上・五の池小屋を望む

御
嶽
山
飛
騨
側
登
山
口

�

（
落
合
国
有
林
）

 

［
岐
阜
署
］
信
濃
の
民
謡
木
曽
節
で
は
「
木
曽

の
御
嶽
ナ
ン
ジ
ャ
ラ
ホ
イ
」
と
歌
わ
れ
る
霊
峰

御
嶽
山
は
、
岐
阜
森
林
管
理
署
北
東
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
下
呂
市
小
坂
町
の
落
合

国
有
林
に
あ
る
濁
河
温
泉
は
、
飛
騨
側
か
ら
の

御
嶽
山
登
山
口
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
飛
騨
小
坂
駅
前
商
店
街
に

は
、「
杣
人
の
郷
、
小
坂
」
と
銘
う
っ
た
絵
が

商
店
等
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
、
川
狩
り
・
下
刈
作

小坂駅前商店街の様子

飛騨小坂二百滝の一つ「緋の滝」

御嶽パノラマライン大平展望台から望む御嶽山高地トレーニング施設「御嶽パノラマグランド」


